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人
間
中
心
の
開
発
と
い
う
意
味
の

「
人
間
開
発
」
を
提
案
し
た
国
連
開

発
計
画
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』
は
、

人
間
の
福
祉
の
到
達
度
を
示
す
人
間

開
発
指
数
（Hum

an Developm
ent 

Index

：
Ｈ
Ｄ
Ｉ
）
を
提
案
し
て
、
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
Ｈ
Ｄ

Ｉ
に
は
男
女
不
平
等
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー

不
平
等
）
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
。そ
こ
で『
人

間
開
発
報
告
書1995

』
は
「
人
間

開
発
」
と
い
う
理
念
に
沿
っ
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
不
平
等
を
調
整
し
た
上
で
人

間
の
福
祉
の
到
達
度
を
示
す
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
開
発
指
数
」（Gender-related 

Developm
ent Index

：
Ｇ
Ｄ
Ｉ
）
と

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
測
度
」（Gender Em

pow
erm
ent 

M
easure

：
Ｇ
Ｅ
Ｍ
）
を
提
案
し
た
。

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
統
計

　
一
般
に
労
働
力
調
査
や
事
業
所
調

査
は
非
正
規
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
部

門
）
よ
り
も
正
規
の
経
済
活
動
を
捉

え
る
傾
向
が
強
い
の
で
、
非
正
規
の

領
域
で
重
要
な
女
性
の
経
済
活
動
が

過
小
評
価
さ
れ
る
傾
向
が
強
か
っ

た
。こ
の
よ
う
な
問
題
を
是
正
し
て
、

女
性
の
状
況
や
役
割
を
認
識
で
き
る

よ
う
に
統
計
と
統
計
活
動
の
再
検
討

が
始
ま
っ
た
の
は
一
九
七
五
年
（
国

際
女
性
年
）
の
国
際
女
性
年
世
界
会

議
（
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）
以
降
で
あ

る
。
一
九
七
六
年
か
ら
一
九
八
五
年

ま
で
の
一
〇
年
間
（「
国
連
女
性
の

一
〇
年
：
平
等
・
開
発
・
平
和
」）

に
は
国
連
統
計
局
や
、
一
九
七
九
年

に
設
立
さ
れ
た
国
際
連
合
国
際
女
性

問
題
調
査
訓
練
研
究
所
（United 

Nations International Research and 
Training Institute for the Advancem

ent 
of W

om
en

、
略
称INSTRAW

）
な
ど

が
中
心
に
な
り
、
統
計
指
標
の
見
直

し
が
進
め
ら
れ
た
。『
人
間
開
発
報

告
書1995

』
の
Ｇ
Ｄ
Ｉ
や
Ｇ
Ｅ
Ｍ

は
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
統
計
」
に
関
す
る
作
業
の
成

果
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。

●
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
作
成
方
法

　
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
知
識
、
健
康
、
所
得
の

分
野
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
の
損
失
を

考
慮
し
た
上
で
人
間
開
発
の
到
達
度

を
示
す
開
発
指
標
で
あ
る
（「
基
本

公
式
」
参
照
）。
Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
議
会
や

管
理
経
営
職
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
比
率
と

所
得
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
シ
ェ
ア
を
Ｇ

Ｄ
Ｉ
の
よ
う
に
指
標
化
し
て
平
均
し

た
も
の
で
あ
る
。
表
１
は
先
進
国
の

Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
を
、
ま
た
表
2
は

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
開
発
」
の
領
域
で

注
目
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
南
ア
ジ
ア

の
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
（『
人
間
開
発
報
告
書

2009

』
の
資
料
に
よ
る
）。

●
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
問
題
点

　
Ｇ
Ｄ
Ｉ
や
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
問
題
点
と
し

て
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

⑴
Ｇ
Ｄ
Ｉ
は
男
女
別
分
配
所
得
シ
ェ

ア
の
格
差
を
調
整
し
て
い
る
が
、
所

得
の
男
女
格
差
だ
け
で
な
く
家
計
内

の
資
源
配
分
も
考
慮
し
な
い
と
実
際

の
消
費
水
準
の
男
女
格
差
は
わ
か
ら

な
い
。
女
性
に
収
入
が
あ
っ
て
も
、

すぐに役立つ開発指標の話
第10回

ジ
ェ
ン
ダ
ー
開
発
指
数

G
ender-related D

evelopm
ent Index: 

Ｇ
Ｄ
Ｉ

野
上
裕
生

基本公式
　教育、所得、健康の男女不平等を調整した到達度を求めて平
均したものがGDIである。教育、健康（平均余命）、所得の元デー
タは（実績値－最小値）/（最大値－最小値）という公式によって0
から1の間の値をとる指数に直す。最大値と最小値は平均余命
の場合、女性が87.5歳と27.5歳、男性が82.5歳と22.5歳である。
　所得指数は（1）購買力平価表示のGDPを求める、（2）非農
業部門の男女別賃金比率で経済全体の労働所得の男女比率を決
定した上で男女の労働力人口を掛けて男女の労働所得分配シェ
アを求める、（3）この労働所得の男女分配シェアから男女別一
人当たりGDPを求めて、所得指数を求める。男女不平等の調整
の方法は、教育の到達度指標を例にすると、以下のようになる。

Xe＝（pf（Xf）1-e＋pm（Xm）1-e）
1
1-e

　ここでpfとpmは女性と男性の人口シェア、XfとXmは女性と
男性の教育到達度の指標で、2/3（成人識字率）＋1/3（就学率）
で求められる。eは不平等回避度である。eが0の時にXeは男女
の教育到達度の平均と等しくなるが、eが大きくなるにしたがっ
て、男女の格差の損失が大きく評価され、教育到達度は低い値
をとる。GDIとGEMではeは2に定められている。
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そ
れ
を
女
性
が
ど
の
程
度
ま
で
自
由

に
使
え
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

⑵
貨
幣
的
報
酬
と
し
て
の
所
得
格
差

を
取
り
上
げ
て
も
、
女
性
が
関
わ
る

こ
と
の
多
い
貨
幣
的
報
酬
を
伴
わ
な

い
労
働（
た
と
え
ば
家
庭
内
の
労
働
）

は
視
野
に
入
ら
な
い
。

⑶
男
女
の
労
働
所
得
格
差
を
非
農
業

賃
金
の
男
女
比
率
で
評
価
し
て
い
る

が
、途
上
国
の
農
業
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
部
門
・
家
族
企
業
で
の
男
女
賃
金

格
差
は
十
分
に
評
価
で
き
な
い
。

⑷
Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
女
性
の
議
員
比
率
、
専

門
職
・
技
術
職
の
男
女
比
率
、
男
女

別
収
入
を
評
価
変
数
に
し
て
、
社
会

的
・
経
済
的
に
高
い
地
位
で
活
躍
す

る
女
性
の
割
合
か
ら
女
性
の
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
を
測
ろ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
し
Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
富
裕
層
の
女

性
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
、
大
多

数
の
途
上
国
の
女
性
の
日
常
生
活
と

は
離
れ
た
指
標
で
あ
る
。

●
Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
反
響

　
様
々
な
問
題
点
は
あ
る
も
の
の
、

Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

と
開
発
」
の
重
要
性
を
知
ら
せ
る
上

で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

日
本
で
は
、
表
1
に
あ
る
よ
う
に
、

先
進
国
の
中
で
日
本
の
実
績
が
特
に

低
い
Ｇ
Ｅ
Ｍ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
。『
人
間
開
発
報
告
書

1995

』
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等

は
所
得
水
準
と
は
無
関
係
で
あ
る
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
所
得
水
準
で
も

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
達
成
で
き
る
と

述
べ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
必
要
性

を
訴
え
て
い
る

（
の
が
み
　
ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
参
考
文
献
》

Ｇ
Ｄ
Ｉ
と
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
基
本
的
な
考
え

方
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ [1995] Hum

an 
Developm

ent Report 1995, New
 York: 

UNDP 

が
基
本
文
献
で
あ
る
。「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
と
統
計
」
の
歴
史
的
な
流
れ

は
、
法
政
大
学
日
本
統
計
研
究
所
・

伊
藤
陽
一
編
著
﹇
一
九
九
四
﹈『
女

性
と
統
計
―
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
論
序

説
』
梓
出
版
社
を
参
照
し
た
。
Ｇ
Ｄ

Ｉ
や
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
簡
単
な
紹
介
は
野
上

裕
生
﹇
二
〇
〇
四
﹈「
人
間
開
発
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
朽
木
昭
文
・
野
上
裕

生
・
山
形
辰
史
編
『
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ

ク
開
発
経
済
学
﹇
新
版
﹈』、有
斐
閣
、

二
九
一
｜
三
一
八
ペ
ー
ジ
。
Ｇ
Ｄ
Ｉ

や
Ｇ
Ｅ
Ｍ
の
問
題
点
の
解
説
は
、

Bardhan, K. and S. Klasen [1999] 

“UNDP's Gender-Related Indices: A 
Critical Review

”, W
orld Developm

ent, 
Vol 27, No. 6, pp. 985-1010

、
お
よ

び
、
上
山
美
香
・
黒
崎
卓
﹇
二
〇
〇

四
﹈「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
貧
困
」
絵
所

秀
紀
・
穂
坂
光
彦
・
野
上
裕
生
編
『
貧

困
と
開
発
』
日
本
評
論
社
、
一
一
九

｜
一
三
七
ペ
ー
ジ
が
詳
し
い
。

Crafts, N
. F. R. [1997] 

“Som
e 

Dim
ensions of the 'quality of life' 

during the British industrial 
revolution

”, Econom
ic History Review, 

Volum
e L, No.4, Novem

ber, pp.617-
639

は
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期

（1760-1850

）
の
Ｇ
Ｄ
Ｉ
を
作
成

し
、
近
代
経
済
成
長
と
生
活
水
準
と

の
関
係
を
分
析
し
て
い
る
。

表1　先進国のGDIとGEM
HDI順位 国名 GDI順位 GDI（2007年） GEM順位 GEM

1 ノルウェー 2 0.961 2 0.906

2 オーストラリア 1 0.966 7 0.870

3 アイスランド 3 0.959 8 0.859

4 カナダ 4 0.959 12 0.830

5 アイルランド 10 0.948 22 0.722

6 オランダ 7 0.954 5 0.882

7 スウェーデン 5 0.956 1 0.909

8 フランス 6 0.956 17 0.779

9 スイス 13 0.946 13 0.822

10 日本 14 0.945 57 0.567

表2　南アジアのGDIとGEM
HDI順位 国名 GDI順位 GDI（2007年） GEM順位 GEM

102 スリランカ 83 0.756 98 0.389

132 ブータン 113 0.605

134 インド 114 0.594

141 パキスタン 124 0.532 99 0.386

144 ネパール 119 0.545 83 0.486

146 バングラデシュ 123 0.536 108 0.264

（注）HDIは182か国中の順位、GDIは155か国中の順位、GEM109か国中の順位。
（出所）UNDP [2009] Human Development Report 2009, New York: UNDP.


